
バルバドス国
山形県南陽市

【ホストタウン登録の背景とこれまでの取組】
南陽市の市民団体へ在バルバドス日本国大使館の山形県出身職員からの手紙が届いたことがきっかけ。

2017（H29）年 7月7日 第4次ホストタウン登録。
2017（H29）年11月8日 市長が渡航。バルバドスオリンピック協会とホストタウン基本合意書締結
2018（H30）年 5月 2020東京オリンピック・パラリンピック南陽市ホストタウン推進基本方針策定

今年度の取組

【市内小中高校訪問：6月20日～12月20日】 【バルバドスオリンピック協会来市：11月30日～12月3日】

【バルバドス関係者来市：2月24日～26日】 【料理教室：11月1日】

【今後の展望】
◎市民訪問団の派遣
◎事前キャンプの招致
◎大会期間中のバルバドス選手団の応援（コミュニティライブサイト等）
◎国際的視野を持つ人材育成
◎事後交流等の検討調整

陸上・柔道のアスリート2名、カリブ海の楽器スティールパンの演者1名来
市。シンポジウム（約180名参加）、市民との交流を行いました。シンポジウ
ムでは品田駐バルバドス日本国特命全権大使の講演も。

ＢＯＡのオズボーン会長始め3名来市。体育施設、文化施設を視察。事
前キャンプ地を南陽市とする合意書を締結。歓迎レセプションでは、日
本舞踊や三味線など日本文化に感動されていました。

市内小中高校11校全12回実施。約1320名にバルバドス国の紹介を行う。
子供たちはカリブ海の島国に興味津々、質問が途切れませんでした。南陽高校
では、英語で質問する学生もいました。

バルバドス料理3品（マカロニパイ、ベージャンスープ、フィッシュケーキ）
を調理。日本人の口に合うグッドテイストでした。

マカロニパイ】 ベージャンスープ フィッシュケーキ

ホストタウンニュース

バルバドスオリンピック
協会のマーク

バルバドスの議会院

前回リオ大会バルバドス選手団

集合写真！子供たちの笑顔が印象的！】 質問！バルバドスに行くにはいくらかかりますか？

高校生：バルバドスはどこか知っていますか？ 中学生：ドーン国際交流員の髪形に興味ありあり

歓迎レセプション。実行委員会の皆さんと。 事前キャンプ合意書締結！いざ2020年へ向けて！

ライフル射撃場を視察 東北の伊勢 熊野大社で必勝祈願

柔道連盟との稽古】 南陽高校：吹奏楽部との交流】 南陽高校：陸上部との交流】

茶道体験 縁結びの神社と機織体験】 南陽市民のソウルフード：ラーメン】

大使ご講演「バルバドスの歴史－現在」】
パネルディスカッション】

スティールパンの演奏：カリブ海の音色に感動

来日中のドーン国際交流員のご両親も】 食を知ることは文化を知ること！間もなく完成！
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